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ホームセンターにおける野菜苗の在庫振替問題
三浦　英俊
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1. 研究の背景と目的

本稿では，ホームセンターで販売する野菜苗の在庫
振替について述べる．野菜苗は「季節商品」と呼ばれ，
シーズンによって販売個数が変動する商品である．ペッ
ト用品や文具などの商品は 1年を通して一定の需要が
あるが，季節商品の需要はその年々の天候などによっ
て大きく変動する，また，野菜苗は時間とともに鮮度
が落ちて最後まで売れ残った場合には廃棄せざるを得
なくなる商品であり，「鮮度商品」とも呼ばれる．野菜
苗が商品として店頭に陳列できる期間は納品からおよ
そ 2週間程度であり，発注して陳列した商品はその期
間内に販売しなければならない．多くの場合，廃棄に
なりそうな野菜苗は値下げされて販売されている．
ある店舗の野菜苗が在庫過多となった場合に，この

商品を別の店舗に移して販売することで廃棄となりう
る商品を無駄なく販売することができる．また，発注
が少なく在庫不足となった店舗は，在庫に余剰のある
他店舗から振替えることで欠品を防ぐことができる．
このように店舗間で在庫を移動させて販売することを
「在庫振替」という．野菜苗は季節商品かつ鮮度商品で
あるため，その需要予測と発注は大変難しい．ここで
は，発注数が需要を上回り，野菜苗が店舗で余ってい
る状態を想定し，これを在庫振替によって対応する方
法について考え，在庫振替を行ううえでの支援システ
ムを考える．

2. 野菜苗の発注と在庫振替

野菜苗の発注方法は，ホームセンターで扱う一般的
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な商品と異なる．ホームセンターはシーズンが始まる
前に，シーズン中にどの店舗にどの商品をいつどれく
らい納品するかを示した「発注計画」を生産業者に提
示し，生産業者はそれに合わせて種まきをして店舗に
納品する．発注計画に従って納品される野菜苗は，納
品時期や個数をシーズン途中で変更することはできな
いので，店舗によっては，野菜苗の廃棄または在庫切
れという状況に陥ることがある．
この場合の対策の一つとして一度納品された在庫の

振替を考える．すなわち商品が余っている店舗から不
足している店舗へ野菜苗を移動させる．在庫振替を行
う際に商品を出す店舗を「振出店」とし，商品を受け
入れる店舗を「振入店」とする．本稿では，振出店と
振入店それぞれの店舗群があらかじめ決まっているも
のとして，振替個数を決定する方法について述べる．

3. 振出店から振入店への野菜苗の振替

3.1 二つの平準化問題
以下では，振入店の在庫の上限を制約として，振出店

からの振出数，振入店の振入数を決定することを考え
る．振替える個数は商品ごとの振替単位（発注におけ
る発注単位に相当する数）で行うものとし，振替個数の
決定は消化週をもとに決定する．消化週は在庫数÷過
去 4週間の平均販売数で求められ，在庫がすべて売れ
るまでにかかる週数の期待値を表している．以上の準
備のもとで，店舗間の消化週を平準化することを目指
す．平準化とはでこぼこをなくすことで，振替によっ
て消化週を調整し，なるべく均一にすることを目的と
するのである．
以下では，二つの平準化問題を考える．一つ目は振

出店が在庫をすべて放出して振替えた場合に振入店が
振入れる個数を決定する問題であり，「全振出平準化問
題」と呼ぶことにする．これは在庫をすべて振出すこ
とで新たな売り場を確保するときに有効である．野菜
苗の季節の終わりなどで，いまある野菜苗を新しい別
の種類に変更したいときに考える問題となる．
もう一つは，各振出店が在庫をいくつ振替えるかの

制限はなく，各店舗の消化週を平準化するように振替
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個数を求める問題である．この問題を「純平準化問題」
と呼ぶことにする．純平準化問題は単純に在庫を平準
化するときに有効である．これら二つの問題の定式化
を以下で示す．添字集合として，I を振出店の集合，J
を振入店の集合とする．

3.2 全振出平準化問題
〈定数〉
　 c：保有最大個数
　u：振替単位
　si：振替前の振出店 iの在庫数
　tj：振替前の振入店 j の在庫数
　ai：振出店 iの平均販売個数
　bj：振入店 j の平均販売個数
〈決定変数〉
　xj：振入店 j に振入れる振替単位数．非負整数
〈目的関数〉

max
j∈J

(
xju+ tj

bj

)
−min

j∈J

(
xju+ tj

bj

)
→最小化 (1)

〈制約条件〉

xju+ tj ≤ c (j ∈ J) (2)∑
j∈J

xj =
∑
i∈I

�si
u
� (3)

目的関数 (1)は，各振入店の消化週の最大値と最小値
の差であり，これを最小化することで振替後の各振入
店の消化週を平準化する．制約条件 (2)は保有最大個
数に収まるように振入を行う制約であり，制約条件 (3)

は振出す合計個数と振入れる合計個数を等しく保つ制
約となっている．

3.3 純平準化問題
〈決定変数〉
　xj：振入店 j に振入れる振替単位数．非負整数
　yi：振出店 iから振出す振替単位数．非負整数
〈目的関数〉

max
j∈J

(
xju+ tj

bj

)
−min

i∈I

(
yiu+ si

ai

)
→最小化 (4)

〈制約条件〉

xju+ tj ≤ c (j ∈ J) (5)

yiu+ si ≥ 0 (i ∈ I) (6)∑
j∈J

xj =
∑
i∈I

yi (7)

表 1 平準化による在庫数と消化週の変化

店舗名
振替前 振替後

在庫 消化週 全振出平準化 純平準化
在庫 消化週 在庫 消化週

振出店 1 30 24.00 0 0.00 10 8.00

振出店 2 45 20.00 5 2.22 25 11.11

振出店 3 76 38.00 6 3.00 26 13.00

振出店 4 40 32.00 0 0.00 10 8.00

振入店 1 15 2.31 125 19.23 95 14.62

振入店 2 22 4.63 92 19.37 72 15.16

振入店 3 21 4.00 101 19.24 81 15.43

振入店 4 22 4.89 82 18.22 62 13.78

目的関数 (4)は振替後の全店舗の消化週を平準化（全
店舗の消化週の最大値と最小値の差を最小化）する．
制約条件 (6)は振替後に在庫が 0未満にならないよう
に振出を行う制約であり，制約条件 (7)は振出す合計
個数と振入れる合計個数を等しく保つ制約である．全
平準化問題のときと異なり，振替単位 uは考慮してい
ない．表 1に平準化による在庫数と消化週の変化の例
を示す．この例の振替単位 uは 5としている．

4. おわりに

ORを使った在庫問題の取り組みとして，野菜苗の
在庫振替数の決定について述べた．
この問題に取り組んですぐに野菜苗に関する問題の

解決には，発注を改善しなければならないことはわかっ
た．しかしホームセンターとの議論と検討を通じて，
発注方法を変更することは容易ではないことが明らか
となった．そこで，在庫振替によっていくらかでも問
題を解決できないかと考えたのが，本稿で述べた研究
内容である．
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